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今
年
度
の
高
美
が
丘
小
学
校
区

住
民
自
治
協
議
会
の
定
期
総
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
そ
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
一
堂
に
会
す

る
審
議
方
法
で
は
な
く
、
書
面
に

よ
る
決
議
と
い
た
し
ま
し
た
。 

令
和
2
年
4
月
28
日
に
書
面

決
議
回
答
票
の
集
計
確
認
を
行
い
、

そ
の
結
果
は
、
評
議
員
58
人
中
50

人
提
出
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
提
出
者
全
員
の
賛

成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

          

   

 

役
員
紹
介 

新
会
長
ご
挨
拶 

   

こ
の
度
、
高
美
が
丘
小
学
校
区

住
民
自
治
協
議
会(

以
降
「
自
治

協
」
と
い
い
ま
す)

会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
神
殿
（
こ
う
ど
の
）
で
す
。 

大
役
を
受
け
不
安
と
緊
張
ば
か

り
が
膨
ら
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
、

自
治
協
の
役
員
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
、
高
美
が
丘
小
学
校
区
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
26
年
3
月
に
発

足
し
た
自
治
協
も
6
年
が
経
過

し
、
杵
原
・
高
屋
堀
・
高
美
が
丘

各
地
区
の
皆
様
の
協
力
を
得
て

色
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

大
き
な
も
の
と
し
て
は
区
民
運

動
会
、
敬
老
会
、
秋
祭
り
区
民
文

化
祭
、
防
災
研
修
会
、
児
童
支
援

活
動
、
文
化
事
業
等
、
ま
た
環
境

に
関
し
て
は
新
た
に
公
衆
衛
生
推

進
協
議
会
を
設
立
さ
れ
環
境
美
化

等
を
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
年
々
着

実
に
充
実
し
た
活
動
は
、
各
部
会

の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
活
動
さ
れ

た
成
果
の
賜
と
考
え
て
い
ま
す
。 

寺
尾
前
会
長
を
中
心
に
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
で
あ
る
「
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち 

み
ん
な

で
仲
良
く 

笑
顔
の
タ
ネ
ま
こ
う

!
」
を
着
実
に
進
め
ら
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
小
学
校
、
中
学
校
と
連

携
し
て
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
私
た
ち
の
日
常

生
活
は
一
変
し
、
今
ま
で
に
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
日
常
に
お
い
て
高
美
が
丘

地
域
の
皆
さ
ん
が
「
お
は
よ
う
・

こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
合
い
、

笑
顔
で
挨
拶
で
き
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
か
ら
は
じ
め
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

一
年
間
、
皆
様
の
ご
意
見
等
を

伺
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
治

協
の
活
動
を
少
し
ず
つ
進
め
る
た

め
に
、
役
員
が
一
丸
と
な
り
活
動

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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高
美
が
丘
小
学
校
区
住
民
自
治
協
議
会 

令
和
２
年
総
会
の
報
告 

収入

科目 金額（円）

交付金等 7,654,965
支出

事業等 金額（円）

1 管理運営費 963,000
2 交付金対象事業 5,789,000
（１）自治部会 1,520,000
（２）体育健康部会 330,000
（３）地域活性化部会 830,000
（４）安全防災部会 260,000
（５）福祉部会 1,568,000
（６）青少年育成部会 780,000
（７）新規活動事業助成 501,000
3 予備費 902,965

合計 7,654,965

令和２年度高美が丘小学校区住民自治協議会予算
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自 

治 

部 

会 
 

本
年
度
も
、
昨
年
同
様
に
高
美

が
丘
小
学
校
区
内
の
23
各
自
治

会
・
区
の
代
表
の
皆
様
に
よ
る
自

治
部
会
を
毎
月
第
2
土
曜
日
の

18
時
よ
り
、
高
美
が
丘
地
域
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

自
治
部
会
で
は
、
毎
月
行
わ
れ

る
自
治
協
議
会
の
役
員
会
で
扱
わ

れ
た
議
題
の
報
告
や
、
情
報
の
共

有
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住

民
の
皆
様
方
の
要
望
や
意
見
な
ど

を
役
員
会
へ
提
案
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。 

「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
こ
れ
か
ら
も
維
持
・
継
続
す
る

こ
と
で
地
元
へ
の
愛
情
が
よ
り
深

く
な
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

本
年
度
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

    

 

体
育
・
健
康
部
会 

 

 

本
年
度
も
引
き
続
き
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
下
、
次
の

事
業
計
画
を
予
定
し
進
め
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 


 

東
広
島
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

陸
上
の
部
（
中
止
） 

 

６
月
７
日
（
日
） 

球
技
の
部 

９
月
27
日(

日) 
高
美
が
丘
小
学
校
区
事
業 


 

区
民
運
動
会 

10
月
18
日(
日) 

     


 

球
技
大
会 

11
月
15
日(

日) 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向

も
伺
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
一
丸
と
な
り
更
な
る

親
睦
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 出

場
者
へ
の
応
援
に
駆
け
つ
け

て
頂
く
こ
と
も
大
歓
迎
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

地
域
活
性
化
部
会 

 

「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
、
楽
し
い
活
動
を
企
画
し
て

い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
内
容
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
企
画
ご
と
に
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 


 

親
子
さ
つ
ま
芋
堀
り
体
験 

9
月
27
日
（
日
）
10:

00
～ 


 

た
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
・ 

寄
せ
植
え 

10
月
17
日
（
土
）
10:

00
～ 


 

里
山
事
業
を
通
し
た
地
域
内
交
流 

野
外
体
験
・
親
子
里
山
登
山
（
高

美
が
丘
地
区
の
見
え
る
山
に
登

ろ
う
）、「
菜
の
花
ま
つ
り
」
な
ど

企
画
中
で
す
。 


 

２
０
２
０
年 

秋
ま
つ
り
・
区
民
文
化
祭 

10
月
25
日(
日) 


 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

昨
年
度
は
「
室
内
楽
の
午
後
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
ど
の 

様
な
コ
ン
サ
ー
ト 

に
な
る
か
お
楽
し 

み
に
！ 


 

た
か
み
親
子
教
室
（
中
止
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
に
し
ま
す
。 

 

 

安
全
防
災
部
会 

 

自
治
会
・
区
の
自
主
防
災
組
織

と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
・
防
災

の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 


 

防
災
図
上
訓
練 


 

防
災
機
材
の
整
備 


 

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム 


 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ゲ
ー
ム 

 

 

福 

祉 

部 

会 
 

今
年
度
も
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
地
域
で
支
え
あ
い
、 

助
け
合
い
、
み
ん
な
が 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り 

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て 

ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
の
主
な
活
動
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。 


 

敬
老
会 


 

高
齢
者
集
い
の
場
（
サ
ロ
ン
等
）

へ
の
活
動
支
援 


 

地
域
交
流
行
事
等
の
規
格
及
び

支
援 


 

福
祉
研
究
会 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
予

定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

 

青
少
年
育
成
部
会 

 

 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

子
育
て
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 


 

こ
ど
も
見
守
り
活
動 


 

フ
ラ
ワ
ー
ス
マ
イ
ル 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 


 

伝
統
文
化
継
承 


 

心
の
ふ
れ
あ
い
後
援
会 


 

児
童
生
徒
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

         

編 

集 

後 

記 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響 

で
学
校
が
臨
時
休
校
と
な
っ
て 

い
る
今
、
町
で
子
供
た
ち
の
姿 

を
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な 

り
ま
し
た
。 

一
日
も
早
く
町
に
活 

気
が
戻
り
、
子
供
た 

ち
が
元
気
で
学
校
に 

通
え
る
日
が
来
る
こ 

と
を
待
っ
て 

い
ま
す
。 

Stay home 

Stay in Hiroshima 

Social distance 


